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芭
蕉
に
お
け
る
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
受
容

―
―
『
嵯
峨
日
記
』・『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
中
心
に
―
―

総
合
研
究
大
学
院
大
学　

文
化
科
学
研
究
科　

日
本
文
学
研
究
専
攻　

陳　
　

可
冉

林
鵞
峰
編
『
本
朝
一
人
一
首
』（
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
跋
刊
）
は
、
日
本
漢
文
学
の
本
格
的
な
研
究
書
の
嚆
矢
と
し
て
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
も
収
録
さ
れ
た
名

著
で
あ
る
。
今
か
ら
三
百
二
十
年
前
の
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
、
同
書
が
落
柿
舎
の
机
上
に
も
置
い
て
あ
っ
た
こ
と
は
、
芭
蕉
の
『
嵯
峨
日
記
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

落
柿
舎
中
の
芭
蕉
は
『
本
朝
一
人
一
首
』
を
読
み
、
中
の
詩
作
に
対
す
る
自
己
の
所
感
ま
で
書
き
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
本
朝
一
人
一
首
』
が
芭
蕉
と
日
本
漢
詩
と
の

接
点
を
裏
付
け
る
重
要
な
糸
口
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ
が
、
芭
蕉
研
究
に
お
け
る
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
本
稿
で
は
、『
本
朝
一
人
一
首
』
の
性
格
と
特
徴
を
よ
く
把
握
し
た
上
で
、『
嵯
峨
日
記
』
と
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
中
心
に
、
芭
蕉
に
お
け

る
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
受
容
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

『
嵯
峨
日
記
』
四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
条
は
、
い
わ
ば
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
読
書
メ
モ
に
あ
た
る
。
稿
者
は
、
そ
の
前
日
で
あ
る
四
月
二
十
八
日
の
条
に
焦
点
を
あ
て
、

現
在
最
も
信
頼
さ
れ
た
『
嵯
峨
日
記
』
の
底
本
で
あ
る
野
村
家
蔵
本
（
原
本
所
在
未
詳
）
を
参
照
し
つ
つ
、
四
月
二
十
五
日
の
条
の
末
尾
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、『
嵯
峨
日
記
』

に
は
本
文
と
自
注
と
い
う
二
種
類
の
異
質
な
文
章
が
併
存
し
、
し
か
も
芭
蕉
は
そ
れ
ら
を
意
識
的
に
書
き
分
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
る
。
次
に
、「
思
夢
」
の
話
を
扱

う
『
本
朝
一
人
一
首
』
巻
五
・
高
階
積
善
「
夢
中
謁
白
太
保
元
相
公
」
に
注
目
し
、
芭
蕉
が
評
釈
の
手
法
を
好
ん
で
用
い
た
の
は
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
詩
評
か
ら
の
影
響
で

あ
ろ
う
、
と
い
う
見
解
を
述
べ
る
。

以
上
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
執
筆
時
期
が
『
嵯
峨
日
記
』
に
近
い
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
も
俎
上
に
載
せ
、
句
評
の
形
式
で
曽
良
を
紹
介
し
た
「
黒
髪
山
」
を
取
り
上
げ
、

鵞
峰
の
詩
評
の
特
徴
に
合
致
し
た
芭
蕉
の
行
文
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
『
お
く
の
ほ
そ
道
』「
立
石
寺
」・「
尿
前
の
関
」
に
お
け
る
語
句
の
出
典
と
し
て
、『
本
朝
一
人
一
首
』

巻
六
・
藤
原
実
範
「
遍
照
寺
翫
月
」
と
巻
三
・
空
海
「
在
唐
観
昶
法
和
尚
小
山
」
を
指
摘
し
、
芭
蕉
と
『
本
朝
一
人
一
首
』
所
収
の
日
本
漢
詩
と
の
関
わ
り
を
探
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
芭
蕉　

本
朝
一
人
一
首　

嵯
峨
日
記　

お
く
の
ほ
そ
道　

林
鵞
峰　

日
本
漢
詩　

俳
諧
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は
じ
め
に

芭
蕉
と
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
関
わ
り
と
い
え
ば
、す
ぐ
に
思
い
出
せ
る
の
は
『
嵯

峨
日
記
』
の
冒
頭
で
あ
る
（
１
）。

元
禄
四
辛
未
卯
月
十
八
日　

嵯
峨
に
あ
そ
び
て
去
来
ガ
落
柿
舎
に
到
。
凡
兆
共

ニ
来
り
て
暮
に
及
て
京
ニ
帰
る
。
予
ハ
猶
暫
と
ゞ
む
べ
き
由
に
て
、
障
子
つ
ゞ

く
り
、
葎
引
か
な
ぐ
り
、
舎
中
の
片
隅
一
間
な
る
処
伏
処
ト
定
ム
。
机
一
・
硯
・

文
庫
・
白
氏
集
・
本
朝
一
人
一
首
・
世
継
物
語
・
源
氏
物
語
・
土
佐
日
記
・
松

葉
集
を
置
。

芭
蕉
自
ら
の
証
言
に
よ
れ
ば
、嵯
峨
滞
在
中
、彼
の
手
元
に
は
六
種
の
書
物
が
あ
っ

た
。『
白
氏
文
集
』
に
続
い
て
、
林
鵞
峰
編
『
本
朝
一
人
一
首
』
も
「
舎
中
の
片
隅

一
間
な
る
処
」
の
机
上
に
置
か
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、『
嵯

峨
日
記
』
四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
記
録
か
ら
分
か
る
よ
う
に
落
柿
舎
中
の
芭
蕉
は

『
本
朝
一
人
一
首
』
を
読
み
、
中
の
詩
作
に
対
す
る
自
己
の
所
感
ま
で
書
き
残
し
て

い
る
の
で
あ
る
。『
本
朝
一
人
一
首
』
が
芭
蕉
と
日
本
漢
詩
と
の
接
点
を
裏
付
け
る

重
要
な
糸
口
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
芭
蕉
研
究
に
お
け
る
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
（
２
）。
本
稿
で
は
、『
本
朝
一

人
一
首
』
の
性
格
と
特
徴
を
よ
く
把
握
し
た
上
で
、『
嵯
峨
日
記
』
と
『
お
く
の
ほ

そ
道
』
を
中
心
に
、
芭
蕉
に
お
け
る
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
受
容
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
試
み
る
。

一　
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
詩
評

『
本
朝
一
人
一
首
』
は
書
名
の
通
り
、
日
本
の
漢
詩
人
一
人
に
つ
き
一
首
の
詩
作

を
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
対
し
、
鵞
峰
の
評
釈
を
加
え
る
体
裁
で
編
ま
れ
た
詩
集
で
あ

る
。
少
々
長
い
が
、
ま
ず
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
該
当
項
目
（
大
曽
根
章
介

氏
執
筆
）
を
引
用
し
て
お
く
。

　

本
朝
一
人
一
首
ほ
ん
ち
ょ
う
い
ち

に
ん
い
っ
し
ゅ　

十
巻
五
冊
。
漢
詩
文
研
究
。
林
鵞
峰
編
。
万
治

三
（
一
六
六
〇
）
年
自
序
。【
内
容
】
日
本
漢
詩
を
批
評
し
た
も
の
。
序
に
よ

る
と
、
父
羅
山
が
『
本
朝
詩
選
』
を
編
纂
し
よ
う
と
し
て
他
界
し
た
遺
志
を
継

い
で
、
我
が
国
の
漢
詩
集
を
ひ
も
と
き
、
嫡
子
梅
洞
に
詩
を
抄
出
さ
せ
自
ら
批

評
し
た
と
い
う
。
作
者
一
人
に
つ
き
一
首
を
選
び
、
詩
の
批
評
や
作
者
の
伝
記

を
記
す
。
作
者
は
大
友
皇
子
か
ら
江
戸
初
期
の
徳
川
義
直
に
至
る
ま
で
三
百
余

人
に
及
ん
で
い
る
が
、
五
山
の
詩
僧
は
除
く
。
巻
一
が
『
懐
風
藻
』、
巻
二
・
三

が
勅
撰
三
集
、
巻
四
が
『
本
朝
文
粋
』
等
、
巻
五
が
『
本
朝
麗
集
』、
巻
六
が
『
本

朝
無
題
詩
』、
巻
七
が
鎌
倉
時
代
以
後
の
作
品
、
巻
八
が
一
聯
の
詩
句
の
み
存

す
る
者
、
巻
九
が
擬
作
や
無
名
氏
作
、
巻
十
が
中
国
の
書
物
に
あ
る
邦
人
の
作

品
で
、
引
用
書
目
は
歌
書
・
稗
史
・
日
記
・
短
冊
ま
で
活
用
し
て
い
る
。
編
者

は
尊
敬
と
愛
情
を
も
っ
て
詩
人
に
接
し
、
批
評
も
好
意
的
で
あ
る
。
最
初
の
日

本
漢
文
学
研
究
書
と
し
て
価
値
が
高
い
。【
諸
本
】
内
閣
文
庫
や
東
大
史
料
編

纂
所
等
に
写
本
が
あ
り
、寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
・
同
十
年
刊
本
が
存
す
る
が
、

は
じ
め
に

一　
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
詩
評

二　
『
嵯
峨
日
記
』
四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
条

三　

四
月
二
十
八
日
の
条

四　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
お
け
る
曽
良
の
登
場
と
紹
介　

五　

立
石
寺
と
長
楽
寺

六　

一
鳥
声
聞
か
ず

お
わ
り
に
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内
容
は
変
わ
ら
な
い
（
３
）。

右
の
解
題
に
も
言
及
さ
れ
た
よ
う
に
『
本
朝
一
人
一
首
』
に
お
け
る
詩
評
の
特
色

は
、
作
品
の
批
評
だ
け
で
な
く
、
作
者
の
伝
記
も
記
す
こ
と
に
あ
る
。
鵞
峰
は
『
本

朝
一
人
一
首
』
の
自
序
の
中
で
「
然
れ
ど
も
詩
を
選
ぶ
は
我
事
に
非
ず
。
唯
見
る
に

随
ひ
得
る
に
随
ひ
て
、
信
等
を
使
て
作
者
の
姓
名
を
知
ら
し
む
る
而
已
」（
原
漢
文
）

と
、
長
男
の
梅
洞
（
春
信
）
ら
に
日
本
の
漢
詩
人
に
関
す
る
伝
記
的
知
識
を
伝
授
す

る
こ
と
が
本
書
を
編
纂
す
る
主
な
目
的
で
あ
る
と
明
言
し
、
文
芸
の
評
論
よ
り
も
人

物
の
紹
介
や
史
実
の
考
証
に
立
脚
す
る
姿
勢
が
鮮
明
で
あ
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

『
本
朝
一
人
一
首
』
巻
五
・
藤
原
道
長
の
項
（
４
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

暮
秋
宇
治
ノ
別
業　
　
　
　
　
　
　

藤
原
道
長

別
業
號　シ
テ
傳　フ
二
宇
治　ノ
名　ヲ
一　
　

 

暮
雲
路
僻　ニ
シ
テ
隔　ツ
二
華
京　ヲ
一

柴
門
月
静　ニ
シ
テ
眠　リ
二
霜
色　ニ
一 

旅
店
風
寒　シ
テ
宿　ス
二
浪
聲　ニ
一

排　テ
レ
戸　ヲ
遥　カ
ニ
看　ル
□
□
去　
　

 

巻　テ
レ
簾　ヲ
斜　ニ
望　ム
雁
橋　ノ
横　ル
コ
ト
ヲ

勝
遊
此　ノ
地
猶　ヲ
雖　ト
モ

レ
盡ツ
ク
ス
ト

　
　

 

秋
興
将　ニ
レ
移
潘
令　カ
情

林
子
曰
、
藤
氏　ノ
権
勢
至　テ
二
道
長　ニ
一
彌
盛　ナ
リ。
上
侮　リ
二
一
人　ヲ
一
、
下
領　ス
二
四
海　ヲ
一
。
男

爲ナ
リ

二
丞
相
一
、
女
爲　ル
二
后
妃
一
。
世
繼
翁　ノ
物
語
三
巻
、
半　ハ
是　レ
道
長　ノ
之
事
。
赤
染

榮
華
物
語
四
十
巻
、
本
是
爲タ
メ
ニレ
言　ン
カ二
道
長　ノ
華
美　ヲ
一
作　ル
レ
之　ヲ
。
其　ノ
強
大
僣
上
、
不
レ

可
二
勝
計　ス
一
。
曽　テ
營
二
法
成
寺　ノ
大
伽
藍　ヲ
一
。
故　ニ
俗　ニ
穪　シ
テ二
道
長　ヲ
一
曰　フ
二
、
御
堂
關
白　ト
一
。

奢
侈
如　シ
レ
此　ノ
。
而　モ
好　ミ
レ
詩　ヲ
且　ツ
能　ス
レ
書
、不
二
亦
竒　ナ
ラ一
乎
。
其　ノ
別
業
在　リ
二
洛
外　ノ
宇
治　ニ
一
。

此　ハ
是
暇
日
逍
遥　ノ
之
作
也
。

「
林
子
曰
く
」
以
降
の
も
の
は
す
べ
て
鵞
峰
の
詩
評
に
な
る
が
、
そ
の
詩
評
の
大

半
を
占
め
て
い
る
の
は
、
道
長
の
伝
記
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
り
、「
暮
秋
宇
治
別
業
」

と
い
う
作
品
自
体
へ
の
評
釈
は
た
だ
最
後
の
一
言
、「
其
の
別
業
洛
外
の
宇
治
に
在

り
。
此
は
是
暇
日
逍
遥
の
作
也
」
と
、
単
に
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。

二　
『
嵯
峨
日
記
』
四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
条

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
内
容
と
性
格
を
も
つ
『
本
朝
一
人
一
首
』
で
あ
る
が
、
巻
九

に
収
録
さ
れ
た
無
名
氏
の
「
賦
高
館
戦
場
」
を
読
ん
で
、
芭
蕉
は
『
嵯
峨
日
記
』
四

月
二
十
九
日
・
晦
日
の
条
を
記
し
た
。

廿
九
日　
『Ａ
一
人
一
首
』
奥
州
高
舘
ノ
詩
ヲ
見
ル
。

晦
日　
　

高Ｂ

舘
聳
天
星
似
冑
。
衣
川
通
海
月
如
弓
。
其Ｃ

地
風
景
聊
以
不
叶
。
古

人
と
イ
へ
共
、
不
至
其
地
時
は
不
叶
其
景
。

こ
の
部
分
は
明
ら
か
に
落
柿
舎
に
お
け
る
行
動
の
記
録
（
Ａ
）
と
、
原
詩
の
引
用

（
Ｂ
）
と
、
そ
れ
に
対
す
る
芭
蕉
の
詩
評
（
Ｃ
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
其
の
地

の
風
景
聊
か
以
て
叶
は
ず
。
古
人
と
い
へ
ど
も
、
其
の
地
に
至
ら
ざ
る
時
は
其
の
景

に
叶
は
ず
」
と
い
う
、
い
か
に
も
漢
文
風
の
寸
評
は
、
鵞
峰
の
詩
評
に
擬
す
る
形
で

書
か
れ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
。

『
本
朝
一
人
一
首
』
の
読
書
メ
モ
に
あ
た
る
こ
の
二
日
間
の
日
記
を
め
ぐ
っ
て
、

Ａ
の
一
行
だ
け
が
四
月
二
十
九
日
の
記
事
で
あ
り
、
Ｂ
と
Ｃ
は
晦
日
の
分
と
解
す
べ

き
か
、
そ
れ
と
も
、
Ａ
か
ら
Ｃ
ま
で
の
内
容
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
見
な
し
、
そ
れ

を
四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
二
日
分
の
記
録
と
し
て
捉
え
る
べ
き
か
、
諸
注
の
間
に

意
見
の
齟
齬
が
見
ら
れ
る
が
、
稿
者
は
後
者
の
説
（
５
）
に
従
い
た
い
。

そ
の
点
に
つ
い
て
少
し
付
け
加
え
る
と
、
芭
蕉
自
筆
本
の
忠
実
な
臨
模
と
さ
れ
る

野
村
本
『
嵯
峨
日
記
』
を
一
つ
の
証
左
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
図
１
（
次
頁
参
照
）
野
村
本
の
写
真
を
確
認
し
て
ま
ず
気
付
く
の
は
、
四
月

二
十
九
日
・
晦
日
の
部
分
は
前
後
の
書
き
方
と
だ
い
ぶ
雰
囲
気
が
違
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ほ
か
の
条
と
比
べ
て
文
字
も
小
さ
く
、
か
な
り
圧
迫
さ
れ
た
印
象
が
強
い
。

全
体
的
に
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
に
密
集
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

日
付
と
本
文
の
位
置
関
係
で
い
う
と
、
四
月
二
十
三
日
の
条
以
降
、
野
村
本
の
書

き
方
は
基
本
的
に
日
付
の
あ
る
行
を
改
行
し
て
か
ら
日
記
の
文
章
を
綴
る
と
い
う
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図１　野村本『嵯峨日記』
藤井乙男等編『芭蕉圖録』（靖文社、一九四三年）より
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ル
ー
ル
ら
し
き
も
の
を
守
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
四
月
二
十
九
日
の

記
録
は
当
日
の
日
付
の
す
ぐ
下
か
ら
起
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
高
館

聳
天
」
の
行
は
、
二
十
九
日
と
晦
日
の
日
付
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
や
、
晦

日
の
記
録
の
最
後
の
一
行
が
、
五
月
一
日
の
日
付
の
真
下
ま
で
来
て
い
る
な
ど
、
不

自
然
な
点
が
少
な
く
な
い
。

野
村
本
の
全
体
的
な
流
れ
と
し
て
、
冒
頭
辺
り
は
改
ま
っ
た
態
度
で
臨
む
よ
う
な

書
き
方
を
し
て
い
た
が
、
後
の
部
分
に
な
る
に
つ
れ
、
徐
々
に
緊
張
感
が
薄
れ
、
前

の
日
の
記
録
と
次
の
日
の
条
の
間
に
よ
り
多
く
の
余
白
が
生
じ
て
く
る
。
特
に
四
月

二
十
六
日
と
二
十
七
日
の
間
、
五
月
一
日
と
二
日
の
間
、
そ
れ
か
ら
五
月
三
日
と
四

日
の
間
に
あ
る
間
隔
は
必
要
以
上
に
さ
え
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
広
さ
で
あ
る
。
そ
う

し
た
余
白
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
条
の
特
異
さ
は

一
層
際
立
つ
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
日
記
が
記
さ
れ

た
ス
ペ
ー
ス
は
、
そ
も
そ
も
四
月
二
十
八
日
と
五
月
一
日
の
条
の
間
に
あ
っ
た
余
白

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

残
念
な
こ
と
に
、
現
在
、
野
村
本
の
所
在
は
確
認
で
き
ず
、
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
所
収
『
嵯
峨
日
記
』
の
本
文
も
野
村
本
の
写
真
に
依
拠
し
て
作
成
す
る
し
か
な

か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
明
確
な
断
定
は
で
き
な
い
が
、
野
村
本
が
芭

蕉
真
蹟
の
忠
実
な
臨
模
で
あ
る
と
い
う
学
界
の
通
説
に
従
え
ば
、『
嵯
峨
日
記
』
の

四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
条
は
、
芭
蕉
が
四
月
二
十
八
日
と
五
月
一
日
の
条
の
間
に

あ
っ
た
空
白
に
書
き
入
れ
た
補
写
部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
日
分

の
記
事
を
一
条
に
ま
と
め
て
、
そ
れ
を
一
箇
所
に
補
記
さ
れ
た
の
が
、
四
月
二
十
九

日
・
晦
日
の
部
分
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

三　

四
月
二
十
八
日
の
条

こ
こ
に
至
っ
て
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
前
述
し
た
よ
う

に
そ
の
前
後
に
複
数
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
に
、『
本
朝
一
人
一
首
』
関
係
の

記
事
を
な
ぜ
四
月
二
十
八
日
と
五
月
一
日
の
間
に
挿
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
そ
の
理
由
を
探
る
に
は
、『
嵯
峨
日
記
』
四
月
二
十
八
日
の
条
を
俎
上
に
載
せ

る
必
要
が
あ
る
。

廿
八
日

　

夢
に
杜
国
が
事
を
い
ひ
出
し
て
、
涕
泣
し
て
覚
ム
。

心
神
相
交
時
ハ
夢
を
な
す
。
陰
尽
テ
火
を
夢
見
、
陽
衰
テ
水
を
夢
ミ
ル
。
飛
鳥

髪
を
ふ
く
む
時
は
飛
る
を
夢
見
、
帯
を
敷
寝
に
す
る
時
は
、
虵
を
夢
見
る
と
い

へ
り
。
睡
枕
記
・
槐
安
国
・
荘
周
夢
蝶
、
皆
其
理
有
テ
、
妙
を
つ
く
さ
ず
。
我

夢
ハ
聖
人
君
子
の
夢
に
あ
ら
ず
。
終
日
妄
想
散
乱
の
気
、
夜
陰
夢
又
し
か
り
。

誠
に
此
も
の
を
夢
見
る
こ
と
所
謂
念
夢
也
。
我
に
志
深
く
伊
陽
旧
里
迄
し
た
ひ

来
り
て
、
夜
ハ
床
を
同
じ
う
起
臥
、
行
脚
の
労
を
と
も
に
た
す
け
て
、
百
日
が

程
か
げ
の
ご
と
く
に
と
も
な
ふ
。
あ
る
時
は
ハ
た
は
ぶ
れ
、
あ
る
時
は
悲
し
び
、

其
志
我
心
裏
に
染
て
、
忘
る
ゝ
事
な
け
れ
ば
な
る
べ
し
。
覚
て
又
袂
を
し
ぼ
る
。

四
月
二
十
八
日
の
条
は
亡
く
な
っ
た
杜
国
の
こ
と
を
夢
見
る
一
件
で
あ
る
。
野
村

本
の
該
当
箇
所
で
は
、「
夢
に
杜
国
が
事
を
い
ひ
出
し
て
、
涕
泣
し
て
覚
ム
」
と
い

う
記
録
の
左
に
、
一
行
ぐ
ら
い
の
間
隔
が
あ
り
、
そ
の
間
隔
を
お
い
て
か
ら
「
心
神

相
交
時
ハ
夢
を
な
す
」
云
々
と
い
う
ふ
う
に
記
述
が
続
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

現
代
の
活
字
に
直
す
と
、
跡
形
も
な
く
消
え
て
し
ま
う
こ
の
間
隔
の
存
在
は
、
見
過

ご
し
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
同
じ
日
の
記
述
の
中
に
、
な
ぜ
間
隔
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
先
の
四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
条
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
的
な
余
裕
も
な
く
、
か
な

り
窮
屈
な
書
き
方
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
賦
高
館
戦
場
」
詩
と
芭
蕉
の

評
と
の
間
に
歴
と
し
た
一
字
の
間
隔
が
あ
っ
た
。
こ
の
一
字
の
間
隔
は
、
区
別
を
明

確
に
す
る
た
め
の
印
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
条
で
は
、

間
隔
の
前
は
詩
句
の
引
用
で
あ
り
、
そ
の
後
は
芭
蕉
の
詩
評
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ

よ
う
に
、
四
月
二
十
八
日
の
条
に
お
い
て
も
、
間
隔
の
前
と
そ
の
後
の
文
章
は
、
実
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は
異
な
る
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
か
。

実
際
に
読
ん
で
み
る
と
、
四
月
二
十
八
日
の
条
の
、
一
行
の
間
隔
の
後
の
「
心
神

相
交
時
」
以
降
の
部
分
は
、
お
お
む
ね
人
間
が
夢
を
見
る
理
由
、
夢
と
関
係
の
あ
る

故
事
、
そ
し
て
自
分
の
夢
の
分
析
な
ど
を
説
明
す
る
内
容
で
あ
る
。
芭
蕉
は
そ
の
日

の
記
録
の
最
後
に
な
っ
て
「
覚
て
又
袂
を
し
ぼ
る
」
と
、
再
び
当
日
の
行
動
の
記
述

に
戻
っ
た
よ
う
な
書
き
方
を
す
る
が
、
文
章
の
構
造
と
し
て
、
一
行
の
間
隔
を
境
に

四
月
二
十
八
日
の
条
が
明
ら
か
に
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
間

隔
の
前
の
方
は
日
記
の
本
文
で
あ
り
、
そ
の
後
の
方
は
芭
蕉
の
評
釈
で
あ
る
と
理
解

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
同
じ
本
文
と
注
釈
の
構
造
を
有
す
る
例
と
し
て
、
さ
ら
に
『
嵯

峨
日
記
』
四
月
二
十
五
日
の
条
の
末
尾
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
芭
蕉
の
自
注
に

よ
る
文
章
の
展
開
を
よ
り
分
か
り
や
す
い
形
で
示
す
た
め
に
、
左
表
を
作
成
し
た
。

四
月
二
十
八
日
の
条

四
月
二
十
五
日
の
条

本文

廿
八
日　

夢
に
杜
国
が
事
を
い
ひ
出
し
て
、
涕
泣

し
て
覚
ム
。

（
前
略
）　

申
ノ
時
計
ヨ
リ
風
雨
雷
霆
、
雹
降
ル
。

雹
ノ
大
イ
サ
三
分
匁
有
。

注釈

心
神
相
交
時
ハ
夢
を
な
す
。
陰
尽
テ
火

を
夢
見
、陽
衰
テ
水
を
夢
ミ
ル
。（
後
略
）
龍
空
を
過
る
時
雹
降
。
大
ナ
ル
、
か
ラ

モ
ヽ
ノ
ゴ
〔
ト
〕
ク
、
小
キ
ハ
柴
栗
ノ

ゴ
ト
シ
。

二
十
八
日
の
条
で
は
「
夢
に
杜
国
が
事
を
い
ひ
出
し
て
、
涕
泣
し
て
覚
ム
」
と
い

う
本
文
の
中
に
「
夢
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
の
で
、
人
間
は
ど
う
い
う
時
に
夢

を
見
る
か
と
い
う
と
、「
心
神
相
交
時
ハ
夢
を
な
す
」
以
下
の
注
釈
が
付
け
ら
れ
た
。

そ
れ
と
同
様
に
、
二
十
五
日
の
条
の
末
尾
で
は
当
日
の
天
候
に
つ
い
て
「
申
ノ
時
計

ヨ
リ
風
雨
雷
霆
、雹
降
ル
。
雹
ノ
大
イ
サ
三
分
匁
有
」と
記
さ
れ
た
文
章
の
中
に
、「
雹
」

と
い
う
語
彙
が
あ
っ
た
。
で
は
、
ど
う
い
う
時
に
雹
が
降
る
か
。
芭
蕉
は
「
龍
空
を

過
る
時
雹
降
」
と
自
注
の
形
で
日
記
の
文
章
を
綴
っ
た
。
現
在
通
行
し
て
い
る
『
嵯

峨
日
記
』
の
活
字
テ
キ
ス
ト
で
は
分
か
り
に
く
い
が
、
野
村
本
で
は
「
龍
空
を
過
る

時
雹
降
」
の
一
行
が
改
行
し
て
か
ら
書
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で

あ
る
。
こ
の
改
行
の
役
割
は
ま
さ
に
本
文
と
注
釈
の
区
別
を
示
す
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
を
境
目
に
文
章
の
性
格
が
変
わ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
四
月
二
十
八
日
の
条
に
お
い
て
、
芭
蕉
は
「
陰
尽
テ
火
を
夢
見
、
陽

衰
テ
水
を
夢
ミ
ル
。
飛
鳥
髪
を
ふ
く
む
時
は
飛
る
を
夢
見
、
帯
を
敷
寝
に
す
る
時
は
、

虵
を
夢
見
る
」
云
々
と
、
人
間
の
体
の
状
態
や
行
動
と
夢
と
の
関
係
を
語
っ
て
い
る

が
、こ
の
部
分
は
『
列
子
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、同
様
の
手
法
に
よ
る
解
釈
の
例
は
、

延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
田
舎
の
句
合
』・
第
廿
一
番
（
６
）
の
判
詞

に
も
見
え
る
。

　
　

左
持　
　
　
　
　
　

農
夫

侘
に
絶
て
一
炉
の
散
茶
氣
味
ふ
か
し

　
　

右　
　
　
　
　
　
　

野
人

火
燵
の
う
た
ゝ
ね
や
夢
に
眞
桑
を
枕
に
す

口
切
の
一
句
、手
づ
か
ら
鑵
子
を
な
ら
し
、茶
袋
を
洗
ふ
。
麁
茶
淡
飯
の
楽
は
、

い
か
な
る
侘
助
に
や
。
又
火
燵
の
う
た
ゝ
ね
の
夢
は
、
列
子
曰
「
陽
氣
壮
則

夢
渉
大
火
燔
焫
、
又
籍
帯
寐
則
夢
虵
」
云
々
。
是
を
以
こ
れ
を
思
ふ
に
、
爐
邊

の
あ
た
ゝ
か
成
に
、
瓜
を
夢
見
ん
事
、
さ
も
あ
り
つ
べ
し
。

夢
を
テ
ー
マ
に
す
る
野
人
（
其
角
）
の
発
句
に
対
し
、
芭
蕉
は
『
列
子
』
の
言
葉

を
引
い
て
判
詞
を
書
い
た
。
こ
こ
で
も
評
釈
の
対
象
（
発
句
）
と
評
論
（
判
詞
）
と

の
対
峙
が
見
ら
れ
る
。『
嵯
峨
日
記
』
四
月
二
十
八
日
の
条
に
お
け
る
本
文
と
評
釈

の
構
造
は
、
句
合
の
形
式
、
つ
ま
り
俳
諧
と
そ
の
句
評
と
の
関
係
に
も
相
通
じ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

漢
詩
や
発
句
で
は
な
く
、
日
記
を
つ
け
る
時
で
も
注
釈
や
評
言
を
加
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
『
嵯
峨
日
記
』
の
特
色
で
あ
る
が
、
芭
蕉
が
評
釈
の
手
法
を
そ
こ
ま
で
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愛
用
し
た
の
は
、
当
時
落
柿
舎
の
机
上
に
あ
っ
て
、
彼
が
熱
心
に
読
ん
で
い
た
、
日

本
漢
詩
の
詩
評
が
記
さ
れ
た
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
影
響
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

夢
の
話
と
言
え
ば
、『
本
朝
一
人
一
首
』
の
巻
五
に
は
次
の
一
条
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

夢
中
謁　ス
二
白
太
保
元
相
公　ニ
一　
　
　
　

高
階
積
善
茂
範

玄
孫

二
公
身
化　シ
テ
早
爲　ル
レ
塵　ト　
　
　

  

家
集
相
傳
屬　ス
二
後
人　ニ
一

清
句
既　ニ
看　ル
同
是　レ
玉　
　
　
　

 

高
情
不
レ
識
又
何　ノ
神　ソ

風
聞　ス
在
昔
紅
顔　ノ
日　
　
　
　

 

鶴
望　ス
如
今
白
首　ノ
辰

容
鬢
宛
然
倶　ニ
入　ル
レ
夢　ニ　
　
　
　

漢
都
月
下
水
煙　ノ
濵

林
子
曰
、
本
朝　ノ
先
輩
無　シ
レ
不ト
云
コ
ト

レ　

景
二
慕　セ
居
易　ヲ
一
。
故　ニ
以　テ
二
野
篁　ヲ
一
准　シ
レ
彼　ニ
、
以　テ
二
菅

相　ヲ
一
爲
勝　レ
リ
ト

レ
彼　ニ
。
且　ツ
菅
相
、
長
谷
雄
有　リ
二
元
白
復
生　ノ
之
話
一
。
先
レ
是
、
朝
綱

既　ニ
夢　ム
二
居
易　ヲ
一
。
至　ハ
二
積
善　ニ
一
併　テ
二
元
白　ヲ
一
夢　ム
レ
之　ヲ
。
盖　シ
其　レ
景
慕
之
深
到　ル
レ
如　キ
ニレ
此　ノ
者　ノ

乎
。
可
レ
謂
二
思
夢　ト
一
也
。
麗
藻
所
レ
載
積
善
詩
數
首
、然 
ト
モ
不 
シ
テ

レ
論　セ
二
其　ノ
優
劣　ヲ
一
。

載ノ

レセ

之　ヲ
以　テ
備　フ
二
一
故
事　ニ
一
。

『
本
朝
麗
藻
』
の
編
者
で
も
あ
る
高
階
積
善
は
、
夢
の
中
で
自
分
の
尊
敬
す
る
白

居
易
と
元
稹
に
会
っ
た
こ
と
を
詩
に
詠
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
の
詩
に
対
し
、
鵞

峰
は
ま
ず
「
本
朝
の
先
輩
居
易
を
景
慕
せ
ざ
る
は
無
し
」
と
指
摘
し
、
元
白
と
の
関

わ
り
を
も
つ
王
朝
の
漢
詩
人
を
列
挙
し
て
か
ら
、
す
で
に
居
易
を
夢
見
た
大
江
朝
綱

の
先
例
と
比
較
し
、
一
度
に
元
白
の
二
人
を
謁
見
し
た
と
い
う
積
善
の
夢
に
つ
い
て

「
蓋
し
其
の
景
慕
の
深
き
こ
と
此
の
如
き
に
到
る
も
の
か
」
と
嘆
じ
、
そ
の
よ
う
な

夢
を
「
可
謂
思
夢
也
」
と
評
し
て
い
る
。

「
思
夢
」
と
は
『
周
礼
』
に
も
『
列
子
』
に
も
見
え
る
、い
わ
ゆ
る
「
六
夢
」（
正
夢
・

噩
夢
・
思
夢
・
寤
夢
・
喜
夢
・
懼
夢
）
の
一
つ
で
あ
り
、
平
生
心
に
か
か
っ
て
い
る

こ
と
が
夢
に
現
れ
る
も
の
を
さ
す
。
そ
う
言
え
ば
、『
嵯
峨
日
記
』
四
月
二
十
八
日

の
条
に
も
「
誠
に
此
も
の
を
夢
見
る
こ
と
所
謂
念
夢
也
」
と
い
う
夢
に
対
す
る
芭
蕉

の
自
評
が
見
え
る
が
、
こ
こ
の
「
所
謂
念
夢
也
」
と
鵞
峰
の
言
う
「
可
謂
思
夢
也
」

と
の
類
似
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
杜
国
を
夢
見
た
の
は
、「
其
志
我

心
裏
に
染
て
、
忘
る
ゝ
事
な
け
れ
ば
な
る
べ
し
」
と
自
ら
も
分
析
し
た
よ
う
に
、
芭

蕉
の
「
念
夢
」
は
故
人
へ
の
思
慕
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
「
思
夢
」
の
一
種

と
言
え
る
（
７
）。「
袂
を
し
ぼ
る
」
場
面
と
い
え
ど
も
、
芭
蕉
が
評
釈
の
形
を
借
り
て

杜
国
を
夢
見
る
こ
と
と
絡
め
な
が
ら
、
夢
に
関
す
る
己
の
学
殖
を
そ
れ
と
な
く
披
露

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
俳
諧
師
ら
し
い
、
微
笑
ま
し
い
一
齣
で
も
あ
る
。

『
本
朝
一
人
一
首
』
の
読
後
感
を
記
し
た
四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
前
日
に
、
様
々

な
夢
が
あ
る
中
で
奇
し
く
も
思
夢
と
似
た
よ
う
な
念
夢
の
こ
と
を
取
り
上
げ
た
芭
蕉

の
文
章
は
、
鵞
峰
の
詩
評
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恐

ら
く
芭
蕉
は
四
月
二
十
八
日
あ
た
り
も
、『
本
朝
一
人
一
首
』
に
目
を
通
し
て
い
た

だ
ろ
う
。
し
て
み
れ
ば
、『
本
朝
一
人
一
首
』
に
読
み
ふ
け
っ
た
二
日
間
の
読
書
メ

モ
が
、
四
月
二
十
八
日
の
記
録
の
後
に
挿
入
さ
れ
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。
つ
ま

り
、
四
月
二
十
九
日
・
晦
日
の
条
は
、『
本
朝
一
人
一
首
』
を
読
ん
で
い
る
と
い
う

共
通
項
を
も
つ
四
月
二
十
八
日
条
の
続
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

要
す
る
に
、『
嵯
峨
日
記
』
に
は
本
文
と
自
注
と
い
う
二
種
類
の
異
質
な
文
章
が

併
存
し
、
し
か
も
芭
蕉
は
そ
れ
ら
を
意
識
的
に
書
き
分
け
て
い
る
。『
嵯
峨
日
記
』

の
執
筆
に
あ
た
っ
て
芭
蕉
が
評
釈
の
手
法
を
好
ん
で
用
い
た
の
は
、『
本
朝
一
人
一

首
』
の
詩
評
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

四　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
お
け
る
曽
良
の
登
場
と
紹
介

周
知
の
よ
う
に
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
は
執
筆
時
期
が
『
嵯
峨
日
記
』
に
近
い
の
で
、

落
柿
舎
で
の
読
書
、
と
り
わ
け
『
本
朝
一
人
一
首
』
に
示
し
た
芭
蕉
の
関
心
が
『
お

く
の
ほ
そ
道
』の
創
作
に
も
何
ら
か
の
刺
激
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る（
８
）。以
下
、『
お

く
の
ほ
そ
道
』
に
及
ぼ
し
た
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
影
響
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
。

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
曽
良
の
登
場
と
紹
介
で
あ
る
。
適
宜
省
略
し
つ
つ
、『
お

く
の
ほ
そ
道
』
の
「
室
の
八
嶋
」
か
ら
「
黒
髪
山
」
ま
で
の
文
章
を
掲
げ
る
。
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室
の
八
嶋
に
詣
ス
。
同甲

行
曾
良
が
曰
、「
此
の
神
ハ
…
…

卅
日
、
日
光
山
の
麓
に
泊
る
。
…
…

卯
月
朔
日
、
御
山
に
詣
拝　ス
。
…
…

黒
髪
山
は
霞
か
ゝ
り
て
、
雪
い
ま
だ
白
し
。

　
　

剃
捨
て
黒
髪
山
に
衣
更　
　
　

曾
良

曾乙

良
は
河
合
氏
に
し
て
惣
五
良
と
云
へ
り
。
芭
蕉
の
下
葉
に
軒
を
な
ら
べ
て
、

予
が
薪
水
の
労
を
た
す
く
。
此
た
び
松
嶋
・
象
潟
の
眺
共
に
せ
む
事
を
よ
ろ
こ

び
、
且
ハ
羈
旅
の
難
を
い
た
は
ら
ん
と
、
旅
立
暁
髪
を
剃
て
墨
染
に
さ
ま
を
か

へ
、
惣
五
を
改
て
宗
悟
と
ス
。
仍
て
黒
髪
山
の
句
有
。「
衣
更
」
の
二
字
、
力

有
て
き
こ
ゆ
。

曽
良
が
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
作
中
に
登
場
し
て
き
た
の
は
、「
室
の
八
嶋
」（
甲
）

で
あ
る
が
、
し
か
し
芭
蕉
は
す
ぐ
に
は
人
物
の
紹
介
を
し
な
か
っ
た
。
曽
良
の
こ
と

が
正
式
に
読
者
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、「
黒
髪
山
」（
乙
）
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

あ
る
。
登
場
と
紹
介
の
間
に
一
定
の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
。

図
２
の
曽
良
本
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
「
黒

髪
山
」
の
段
で
曽
良
の
名
前
の
前
に
つ
い
て
い
た
「
同
行
」
と
い
う
文
字
が
消
さ
れ
、

「
室
の
八
嶋
」
で
、曽
良
の
名
前
が
初
め
て
現
れ
る
と
こ
ろ
の
横
に
は
、小
さ
い
字
で
、

「
同
行
」
の
二
字
が
書
き
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
同
行
」
の
訂
正
は
、
最
初
に

登
場
し
て
き
た
時
点
で
、
曽
良
の
こ
と
に
つ
い
て
全
く
説
明
が
な
い
の
は
都
合
が
悪

い
と
判
断
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
曽
良
本
の
書
入
れ
が
す
べ
て
芭

蕉
本
人
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
近
年
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い

る
（
9
）。
そ
の
当
否
は
と
も
あ
れ
、曽
良
の
登
場
と
紹
介
の
間
に
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
は
、

従
来
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
芭
蕉
と
し
て
は
、
曽
良
を
紹
介
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、

最
初
の
登
場
時
で
は
な
い
と
い
う
不
自
然
さ
を
十
分
認
識
し
つ
つ
、
あ
え
て
「
黒
髪

山
」
の
段
で
曽
良
を
紹
介
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
「
黒

髪
山
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
他
の
章
段
と
比
べ
て
、「
黒
髪
山
」
の
ど
こ

が
違
う
だ
ろ
う
か
。

答
え
は
簡
単
で
あ
る
。
そ
こ
は
曽
良
の
発
句
が
初
登
場
し
た
場
所
で
あ
る
。
芭
蕉

は
「
黒
髪
山
」
の
段
の
最
後
で
、「
衣
更
の
二
字
、
力
有
て
き
こ
ゆ
」
と
曽
良
の
句

を
評
価
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
言
い
方
自
体
、
実
は
漢
詩
の
評
注
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
す
で
に
上
野
洋
三
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
10
）。
そ
れ

と
は
別
に
、
曽
良
を
紹
介
す
る
文
章
は
、
発
句
に
対
す
る
批
評
の
一
部
と
し
て
機
能

す
る
と
こ
ろ
も
、
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、「
黒
髪
山
」
に
お
け
る
曽
良
の
発
句
以
降
の
文
章
全
体
を
芭
蕉
の
句
評
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
句
評
と
い
う
形
式
に
よ
る
曽
良
の
紹
介
に
こ
だ
わ
る

が
ゆ
え
に
、
芭
蕉
は
曽
良
の
発
句
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

当
時
芭
蕉
の
身
辺
に
あ
っ
た
詩
歌
の
評
注
で
、
し
か
も
作
者
の
伝
記
も
記
し
た
も

の
と
言
え
ば
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
名
が
思
い
浮
か
ぶ
。
芭
蕉
は
曽

図
２　

曽
良
本
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
お
け
る
「
同
行
」
の
訂
正

三
丁
表
（
部
分
）

四
丁
表
（
部
分
）

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
十
巻
『
芭
蕉
紀
行
文
集
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
二
年
）
よ
り
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良
の
小
伝
を
記
し
、
句
の
生
ま
れ
る
背
景
を
説
明
し
た
後
、
最
後
に
な
っ
て
一
言
で

軽
く
曽
良
の
句
に
評
言
を
加
え
た
が
、そ
の
よ
う
な
句
評
の
ス
タ
イ
ル
は
ま
さ
に
『
本

朝
一
人
一
首
』に
見
ら
れ
る
典
型
的
な
詩
評（
た
と
え
ば
、前
掲
し
た
藤
原
道
長
の
例
）

の
特
徴
と
う
ま
く
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
曽
良
の
改
名
に
つ
い
て
芭
蕉
は
「
惣
五
を
改
め
て
宗
悟
と
ス
」

と
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
漢
文
訓
読
の
記
憶
か
ら
生
ま
れ
た
言
い
回
し
で
あ
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
（
11
）。『
本
朝
一
人
一
首
』
巻
七
・
藤
原
家
光
の
詩
に
対

す
る
鵞
峰
の
評
で
は
、「
□
を
改
め
て
○
と
す
」
と
い
う
諱
を
避
け
る
た
め
の
改
名

を
列
挙
す
る
文
言
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
。

林
子
曰
、
家
満　ハ
者
資
実
子
、
家
宣
弟
也
。
満
本
作　ル
レ
光　ニ
。
今
避　テ
二
前
大
君　ノ
御
諱　ヲ
一
、

改　テ
為
二
満　ノ
字
一
。
光
満
倭
訓
相
通　ハ
者
、
是　レ
流
例
也
。
聊　カ
傚
下
史
遷
改　テ
レ
啓　ヲ
為　ル
レ
開　ト
、

改　テ
レ
徹　ヲ
為　シ
レ
通
、
孟
堅
改　テ
レ
荀　ヲ
為
レ
孫　ト
、
改　テ
レ
荘　ヲ
為　ル
レ
厳　ト
之
例　ニ
上
。

鵞
峰
自
身
も
史
記
や
漢
書
の
先
例
に
倣
っ
て
、
藤
原
家
光
の
「
光
」
を
「
満
」
の

字
に
変
え
て
、
そ
う
い
う
改
名
の
方
法
を
、「
光
満
倭
訓
相
通
ふ
は
、
是
流
例
也
」

と
説
明
し
た
。

先
行
研
究
（
12
）
に
よ
れ
ば
、
曽
良
の
本
名
は
岩
波
庄
右
衛
門
正
字
で
あ
り
、
同
時

代
の
資
料
の
中
で
、
彼
の
俗
名
を
河
合
惣
五
郎
と
す
る
の
は
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の

み
で
あ
る
と
い
う
。
今
ま
で
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
『
お
く
の
ほ
そ
道
』

の
文
芸
性
や
虚
構
性
の
問
題
、
そ
れ
か
ら
黒
髪
山
に
お
け
る
発
句
自
体
は
芭
蕉
の
代

作
で
は
な
い
か
と
疑
う
説
（
13
）
な
ど
を
念
頭
に
入
れ
る
と
、
芭
蕉
に
よ
る
曽
良
の
紹

介
が
、
ど
こ
ま
で
実
在
す
る
曽
良
と
い
う
人
物
の
伝
記
資
料
に
な
り
う
る
か
。
そ
れ

に
つ
い
て
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
「
惣
五
を
改
め
て
宗
悟
と
ス
」

と
言
わ
れ
た
曽
良
の
改
名
は
、
歴
史
上
の
事
実
な
の
か
、
そ
れ
と
も
た
だ
『
本
朝
一

人
一
首
』
の
言
い
回
し
を
も
じ
っ
た
俳
諧
的
創
作
な
の
か
、
現
段
階
で
は
未
解
決
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
芭
蕉
は
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
詩
評
の
特
徴
を
か
な
り
意
識

し
な
が
ら
、「
黒
髪
山
」
に
お
け
る
曽
良
の
句
評
を
書
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

五　

立
石
寺
と
長
楽
寺

山
形
領
に
立
石
寺
と
云
山
寺
有
。
慈
覚
大
師
の
開
基
に
し
て
、
殊
清
閑
の
地
也
。

一
見
す
べ
き
よ
し
、
人
々
の
す
ゝ
む
る
に
仍
て
、
尾
花
沢
よ
り
と
つ
て
返
し
、

其
間
七
里
計
な
り
。
日
い
ま
だ
暮
ず
。
麓
の
坊
に
宿
か
り
置
て
、
山
上
の
堂
に

登　ル
。
岩
に
巌
を
重
て
山
と
し
、
松
栢
年
ふ
り
、
土
石
老
て
、
苔
な
め
ら
か
に
、

岩
上
の
院
々
扉
を
閉
て
、
物
の
音
き
こ
え
ず
。
岸
を
め
ぐ
り
岩　ヲ
這
て
、
仏
閣
を

拝
し
、
佳
景
寂
莫
と
し
て
、
こ
ゝ
ろ
す
ミ
行
の
ミ
覚
ゆ
。

　
　
　

閑
さ
や
岩
に
し
み
入
蟬
の
声

右
は
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
「
立
石
寺
」
で
あ
る
。「
閑
」
と
い
う
言
葉
に
着
目
し
、

章
段
全
体
と
し
て
『
寒
山
詩
』
の
影
響
が
強
い
と
い
う
従
来
の
説
（
14
）
は
揺
る
ぎ
な

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
細
部
の
文
章
、
例
え
ば
傍
線
部
の
立
石
寺
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
描
写
は
、『
寒
山
詩
』
よ
り
も
『
本
朝
一
人
一
首
』
所
収
の
日
本
漢
詩

を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。『
本
朝
一
人
一
首
』巻
六
に
お
い
て
、

藤
原
実
範
の
「
遍
照
寺
翫
月
」
に
対
し
、
鵞
峰
は
次
の
よ
う
な
詩
評
を
下
し
た
。

林
子
曰
、
實
範
者　ハ
藤
氏
南
家　ノ
儒
也
。
其　ノ
家
業
自
レ
茲
勃
興
。
此　ノ
詩
雖　ト
モ

レ
似　ト
二
平

易　ニ
一
、
然　ト
モ
非　ス
レ
無　ニ
レ
所
レ
注　ル
レ
心　ヲ
。
遍
照
用　テ
二
寺　ノ
名
一
而
於　テ
レ
月　ニ
相
當
。
秋
雪　ノ
之
句
、

雖　ト
モ

二
譬
喩　ト
一
、
非　ン
ハ

レ
見　ル
ニ

二
禹
錫
詩　ヲ
一
、
則
難　シ
二
連
言　ヒ
一
。
末
句
傚　フ
下
許
渾　カ
所
謂
莫
レ

辭
達
レ
曙
慇
懃　ニ
望　コ
ト
ヲ、
一　タ
ヒ
堕　レ
ハ

二
西
巖　ニ
一
又
隔　ノ
レ
年　ヲ
句　ニ
上
。
曾　テ
遊　フ
二
長
樂
寺　ニ
一
一
聯　ニ
曰　ク
、

莓
苔
石
滑
路
猶
邃　ク
、
松
柏
山
寒
枝
不
レ
長
。
爲タ
メ
ニ二
時
人　ノ
一
被
レ
穪　セ
。
其　ノ
序　ニ
用　フ
二
白
駒

云
云　ノ
事　ヲ
一
、
其　ノ
出
處
在　リ
二
盧
照
隣　カ
集　ニ
一
。
人
服　ス
其　ノ
博
覧　ニ
。
然　ト
キ
ハ

則
實
範
以　テ
下
時
人

専　ラ
讀　ム
ヲ

中
白
氏
文
集　ヲ
上
有
二
不
満　ノ
之
意
一
。
粗
渉
獵　ス
ル二
唐
諸
家　ノ
詩　ヲ
一
者　ノ
可　シ
レ
知　ヌ
焉
。
其　ノ

序
文
今
不
レ
傳　ラ
、
可　シ
二
以　テ
惜　ム
一
焉
。
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実
範
が
長
楽
寺
に
遊
ん
だ
時
に
作
っ
た
詩
の
中
に
、「
莓
苔
石
滑
ら
か
に
し
て
路

猶
邃
く
、
松
柏
山
寒
う
し
て
枝
長
か
ら
ず
」
と
い
う
、
時
の
人
に
賞
賛
さ
れ
た
一
聯

が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
二
句
に
は
「
苔
」
も
あ
れ
ば
、「
石
」
も
あ
り
、
そ
し
て
「
松

柏
」
と
い
う
言
葉
も
は
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
芭
蕉
が
立
石
寺
の
古

く
て
静
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
の
に
用
い
ら
れ
た
代
表
的
な
風
物
の
殆
ど
が
、

こ
の
一
聯
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

鵞
峰
の
詩
評
に
よ
れ
ば
、
実
範
は
「
時
人
専
ら
『
白
氏
文
集
』
を
読
む
を
以
て
不
満

の
意
有
り
」
と
い
う
が
、
い
さ
さ
か
皮
肉
な
こ
と
に
、
長
楽
寺
で
作
っ
た
実
範
の
詩
が
、

白
居
易
の
「
遊
坊
口
懸
泉
偶
題
石
上
」（『
白
氏
長
慶
集
』
巻
二
十
二
）
の
一
聯
か
ら
ヒ

ン
ト
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
白
詩
の
一
部
（
15
）
を
掲

げ
る
と
、

虚
明　ニ
メ
見　ニ
二
深
底ソ
コ
ヲ一 

淨
緑　ニ
シ
テ
無　シ
二
纎
垢
一

仙
棹　ハ
浪
悠
揚　タ
リ

 

塵
纓　ハ
風
抖
擻　ス

巌
寒　フ
シ
テ
松
柏
短　カ
シ

 

石
古フ
リ
テ
莓
苔
厚　ツ
シ

錦
座　ハ
映　カ
サ
ス

二
高
低
一 

翠　ト
リ
ノ
屏　ハ
張　レ
リ二
左
右　ニ
一

こ
こ
に
も
同
じ
「
松
柏
」・「
石
」・「
苔
」
の
三
点
が
セ
ッ
ト
で
使
わ
れ
て
い
る
。

実
範
の
い
う
七
言
の
「
松
柏
山
寒
枝
不
長
」
は
、明
ら
か
に
五
言
だ
っ
た
居
易
の
「
巌

寒
松
柏
短
」を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、芭
蕉
も『
白
氏
文
集
』か
ら「
巌

寒
松
柏
短
、
石
古
莓
苔
厚
」
の
一
聯
を
自
家
薬
籠
中
の
物
と
し
た
可
能
性
は
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
居
易
の
詩
は
寺
を
詠
む
も
の
で
は
な
い
の
で
、
や
は
り
長
楽
寺
を

詠
む
実
範
の
詩
が
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』「
立
石
寺
」
の
創
作
に
よ
り
直
接
的
な
影
響

を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
長
楽
寺
と
言
え
ば
、『
本
朝
一
人
一
首
』
巻
八
に

も
同
寺
を
詠
む
一
聯
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

遊　フ
二
長
樂
寺　ニ
一　
　
　

源
師
房

青
苔
院
静　ニ
シ
テ
地
空　ク
老　フ　
　
　

碧
樹
路
深　シ
テ
山
不　ス
レ
童カ
フ
ロ
ナ
ラ

「
青
苔
院
静
か
に
し
て
地
空
し
く
老
ふ
」
と
い
う
漢
詩
の
読
み
下
し
は
、『
お
く
の

ほ
そ
道
』「
立
石
寺
」
に
見
ら
れ
る
「
土
石
老
て
、
苔
な
め
ら
か
に
、
岩
上
の
院
々

も
扉
を
閉
て
、
物
の
音
き
こ
え
ず
」
と
い
う
芭
蕉
の
俳
文
と
、
表
現
し
よ
う
と
す
る

内
容
に
お
い
て
か
な
り
近
似
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
芭
蕉
は

日
本
漢
詩
の
表
現
を
俳
諧
の
文
章
に
和
ら
げ
、『
本
朝
一
人
一
首
』
で
読
ん
だ
長
楽

寺
の
イ
メ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
立
石
寺
の
描
写
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

六　

一
鳥
声
聞
か
ず

『
お
く
の
ほ
そ
道
』「
尿
前
の
関
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

あ
る
じ
の
云
に
た
が
ハ
ず
、
高
山
森
〳
〵
と
し
て
一
鳥
声
き
か
ず
。
木
の
下
闇

茂
り
あ
ひ
て
、夜　ル
行
が
ご
と
し
。
雲
端
に
土
ふ
る
心
地
し
て
、篠
の
中
踏
分
〳
〵
、

水
を
わ
た
り
岩
に
つ
ま
づ
い
て
、
肌
に
つ
め
た
き
汗
を
流
し
て
、
最
上
の
庄
に

出　ズ
。（
後
略
）

中
に
は
、「
一
鳥
声
聞
か
ず
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
諸
注
の
語
釈

を
見
る
と
、そ
の
典
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、王
安
石
の「
鐘
山
」（「
鐘
山
即
事
」）

に
あ
る
「
一
鳥
不
鳴
山
更
幽
」
と
い
う
有
名
な
一
句
で
あ
る
。『
聯
珠
詩
格
』
の
巻

十
四
か
ら
同
詩
を
抄
出
す
る
（
16
）。

澗
水
無
レ
聲
繞　テ
レ
竹　ヲ
流　ル　
　
　

竹
西　ノ
花
草
露　ス
二
春
柔　ヲ
一

茅
檐
相
對　シ
テ
坐　シ
テ
終　フ
レ
日　ヲ　
　

 

一
鳥
不
レ
鳴
山
更　ニ
幽　カ
ナ
リ

こ
こ
に
い
さ
さ
か
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。よ
く
比
較
す
れ
ば
分
る
よ
う
に
、
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王
安
石
の
詩
に
詠
ま
れ
た
の
は
、
の
ん
び
り
し
た
山
中
の
暮
ら
し
ぶ
り
で
あ
り
、「
一

鳥
鳴
か
ず
山
更
に
幽
か
な
り
」
の
詩
意
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
悠
然
と
し
た
静
寂
さ
は
、

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
、
一
抹
の
不
気
味
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
る
緊
張
感
の
中
、
冷
た

い
汗
を
流
し
な
が
ら
、
峠
を
越
え
よ
う
と
す
る
主
人
公
の
心
情
と
は
、
大
い
に
異
な

る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
言
葉
の
対
応
関
係
か
ら
見
て
も
、「
一
鳥
」
お

よ
び
否
定
表
現
の
使
用
は
両
者
の
共
通
点
と
し
て
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か

し
「
一
鳥
声
き
か
ず
」
の
「
声
」
と
「
聞
く
」
と
い
う
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
安

石
の
詩
句
に
見
当
た
ら
な
い
の
は
や
は
り
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
果
た
し
て
王

荊
公
の
「
鐘
山
」
を
、「
一
鳥
声
聞
か
ず
」
の
典
拠
に
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、も
う
一
つ
比
較
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
の
は
、『
本
朝
一
人
一
首
』

巻
三
・
空
海
の
「
在
唐
観
昶
法
和
尚
小
山
」
に
対
す
る
鵞
峰
の
詩
評
で
あ
る
。

林
子
曰
、
嘗　テ
聞　ク
、
藤
斂
夫
先
生
、
暇
日
見　テ
下
性
霊
集
後
夜
聞　ク
二
仏
法
僧
鳥　ヲ
一
詩　ヲ
上
、

以　テ
爲　ス
二
集
中
第
一　ト
一
。
其　ノ
詩　ニ
曰　ク
、
閑
林
獨
坐　ス
草
堂　ノ
暁
、
三
寶　ノ
之
聲
聞　ク
二
一
鳥　ニ
一
、一

鳥
有
レ
聲
人
有　リ
レ
心
、
聲
心
雲
水
倶　ニ
了
了
。
然　レ
ト
モ
今
於　テ
二
經
國
殘
編　ニ
一
載　ス
二
在
唐　ノ
之

作
一
首　ヲ
一
。

こ
の
条
に
お
い
て
、
鵞
峰
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
空
海
の
「
後
夜
聞
仏

法
僧
鳥
」
詩
を
紹
介
し
た
（
17
）。
そ
の
説
明
に
よ
れ
ば
「
後
夜
聞
仏
法
僧
鳥
」
は
、

藤
原
惺
窩
が
空
海
の
『
性
霊
集
』
を
読
ん
で
「
集
中
の
第
一
」
と
称
賛
し
た
ほ
ど
の

傑
作
で
あ
る
が
、『
本
朝
一
人
一
首
』
の
読
者
で
あ
る
芭
蕉
に
と
っ
て
も
、
こ
の
詩

は
印
象
深
い
一
首
で
あ
ろ
う
。

後
夜
と
は
夜
半
か
ら
夜
明
け
前
の
時
間
帯
を
意
味
し
、
現
在
の
午
前
四
時
ご
ろ
に

あ
た
る
。
空
海
の
詩
は
夜
明
け
の
、
ま
だ
薄
暗
い
静
か
な
森
の
中
で
仏
法
僧
鳥
の
鳴

き
声
が
聞
こ
え
、
そ
の
鳥
の
声
か
ら
悟
り
の
境
地
を
開
い
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

静
か
で
暗
い
森
の
中
、
鳥
の
鳴
き
声
を
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
場
面
の
設
定
は
、『
お

く
の
ほ
そ
道
』「
尿
前
の
関
」
に
見
ら
れ
る
「
高
山
森
〳
〵
と
し
て
、一
鳥
声
き
か
ず
。

木
の
下
闇
茂
り
あ
ひ
て
、
夜　ル
行
が
ご
と
し
」
の
雰
囲
気
と
一
脈
相
通
じ
る
と
言
え
よ

う
。仏

法
僧
鳥
は
三
宝
鳥
と
も
い
い
、古
く
か
ら
霊
鳥
と
さ
れ
て
い
る
が
、芭
蕉
は
「
三

宝
の
声
一
鳥
に
聞
く
」
と
い
う
空
海
の
詩
句
を
逆
に
「
一
鳥
声
き
か
ず
」
と
転
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
暗
い
森
の
中
、
導
い
て
く
れ
る
霊
鳥
も
な
く
、
た
だ
途
方
に
暮
れ

る
主
人
公
の
姿
が
躍
如
と
し
て
描
き
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
本
朝
一

人
一
首
』
で
読
ん
だ
空
海
の
詩
を
一
ひ
ね
り
し
て
、
そ
れ
を
「
尿
前
の
関
」
に
お
け

る
難
所
越
え
の
不
安
と
恐
怖
を
引
き
立
て
る
表
現
と
し
て
活
か
し
た
と
こ
ろ
に
、
芭

蕉
の
俳
諧
的
な
機
知
が
よ
く
働
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

元
禄
四
年
、
嵯
峨
滞
在
中
の
芭
蕉
は
、
王
朝
文
学
の
舞
台
で
あ
る
京
都
の
郊
外
に

身
を
置
き
、「
我
貧
賤
を
わ
す
れ
て
清
閑
ニ
楽
」
し
む
十
七
日
間
を
送
っ
て
い
た
。『
嵯

峨
日
記
』
の
冒
頭
で
挙
げ
ら
れ
た
六
種
の
書
物
は
、
か
な
り
周
到
な
用
意
の
も
と
で

選
ば
れ
た
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
和
漢
を
問
わ
ず
、
そ
の
リ
ス
ト
か
ら

読
み
と
れ
る
の
は
王
朝
文
学
を
中
心
と
す
る
雅
の
世
界
に
対
す
る
芭
蕉
の
憧
憬
で
あ

る
。『

本
朝
一
人
一
首
』
を
繙
け
ば
す
ぐ
分
か
る
が
、
鵞
峰
は
詩
評
の
至
る
所
で
、
居

易
の
詩
句
と
王
朝
の
日
本
漢
詩
人
た
ち
の
作
品
を
つ
き
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
、『
白
氏
文
集
』
は
『
本
朝
一
人
一
首
』
を
読
む
た
め
の
必
須
の
参
考
書
で
あ
る

と
言
っ
て
も
よ
い
。
両
書
が
相
携
え
て
落
柿
舎
の
机
上
に
置
か
れ
た
の
も
決
し
て
偶

然
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

芭
蕉
は
元
禄
四
年
よ
り
も
っ
と
早
い
時
期
か
ら
『
本
朝
一
人
一
首
』
を
読
ん
で
い

た
と
思
わ
れ
る
。
多
く
の
日
本
漢
詩
を
収
録
し
た
著
作
で
あ
る
だ
け
に
、『
嵯
峨
日
記
』

以
前
の
段
階
に
お
け
る
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
受
容
も
新
た
な
問
題
と
し
て
浮
上
す

る
。
芭
蕉
に
お
け
る
林
家
の
学
問
と
文
学
の
影
響
や
、
芭
蕉
俳
諧
と
日
本
漢
詩
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
引
き
続
き
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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注（
1
） 

本
稿
に
お
け
る
『
嵯
峨
日
記
』・『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
引
用
は
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
『
松
尾
芭
蕉
集
②
』（
井
本
農
一
等
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
七

年
）
に
よ
る
。『
本
朝
一
人
一
首
』
の
原
文
お
よ
び
詩
文
の
読
み
下
し
等
は
、
新

日
本
古
典
文
学
大
系
『
本
朝
一
人
一
首
』（
小
島
憲
之
校
注
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
四
年
）
に
従
う
。
入
力
の
便
宜
上
、
一
部
の
字
体
や
訓
点
の
表
記
を
改

め
た
。

（
2
） 『
嵯
峨
日
記
』
の
諸
注
に
見
え
る
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
解
題
に
も
少
な
か
ら

ず
の
誤
解
が
混
在
す
る
こ
と
は
、
別
稿
に
て
指
摘
し
た
い
。

（
3
） 『
本
朝
一
人
一
首
』
の
諸
本
に
つ
い
て
、
黒
川
玄
通
の
跋
文
を
有
す
る
玄
通
跋

本
と
、
そ
れ
を
有
し
な
い
流
布
本
と
の
関
係
に
注
意
を
要
す
る
。

（
4
） 

落
柿
舎
の
机
上
に
置
か
れ
た
六
種
の
書
物
の
中
で
、
芭
蕉
に
「
世
継
物
語
」
と

呼
ば
れ
た
も
の
が
『
栄
華
物
語
』
な
の
か
、
そ
れ
と
も
『
大
鏡
』
な
の
か
、
ま

だ
統
一
し
た
見
解
に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
芭
蕉
が
『
本
朝
一
人
一

首
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
同
書
の
藤
原
道
長
項
に
お
け
る
鵞

峰
の
詩
評
に
は
、
明
ら
か
に
「
世
継
翁
物
語
」
と
「
赤
染
栄
華
物
語
」
を
区
別

し
て
併
記
し
て
い
る
の
で
、
芭
蕉
の
い
う
「
世
継
物
語
」
も
『
大
鏡
』
を
指
す

と
考
え
て
よ
い
。

（
5
） 『
現
代
語
訳
付　

笈
の
小
文
・
更
科
紀
行
・
嵯
峨
日
記
』（
和
泉
書
院
、

二
〇
〇
八
年
）
に
お
い
て
、
上
野
洋
三
氏
は
「
一
首
の
詩
を
見
る
の
に
二
日
に

亘
る
こ
と
」
は
無
理
が
あ
る
と
し
て
、
該
当
箇
所
は
「
両
日
に
あ
た
る
記
事
一

条
を
記
し
た
も
の
で
」
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。
な
お
、
同
書
は
『
芭
蕉
講
座
』

第
五
巻
『
俳
文
・
紀
行
文
・
日
記
の
鑑
賞
』（
有
精
堂
、
一
九
八
五
年
）
に
収

め
る
氏
の
執
筆
部
分
を
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
6
） 

引
用
は
、
校
本
芭
蕉
全
集
・
第
七
巻
『
俳
論
篇
』（
井
本
農
一
等
校
注
、
富
士

見
書
房
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
る
。

（
7
） 「
念
夢
」
と
い
う
言
葉
は
、
或
い
は
思
夢
を
も
じ
っ
た
、「
念
者
の
夢
」
を
意
味

す
る
芭
蕉
の
造
語
か
も
知
れ
な
い
。（
玉
城
司
氏
の
ご
教
示
）

（
8
） 

上
野
洋
三
氏
の
解
説
（
注
5
に
同
じ
）
に
よ
れ
ば
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
高
館

の
段
に
お
け
る
地
理
的
正
確
さ
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、『
嵯
峨
日
記
』
四
月
二
十
九

日
・
晦
日
の
条
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
賦
高
館
戦
場
」
の
誇
張
し
た
表
現
を
受

け
て
の
こ
と
と
い
う
。
示
唆
に
富
ん
だ
指
摘
で
あ
る
。

（
9
） 

小
林
孔
氏
の
論
考
（「『
奥
の
細
道
』
の
展
開
―
曾
良
本
墨
訂
前
後
」『
文
学
』、

一
九
九
八
年
四
月
）
を
は
じ
め
、曽
良
本
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
補
訂
を
め
ぐ
っ

て
藤
原
マ
リ
子
氏
、
田
中
善
信
氏
、
金
子
俊
之
氏
な
ど
諸
家
か
ら
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

（
10
） 

上
野
洋
三
「
詩
の
流
行
と
俳
諧
」『
文
学
』、
一
九
七
三
年
十
一
月
。
同
論
考
で

は
『
去
来
抄
』
に
見
え
る
句
評
と
『
本
朝
一
人
一
首
』
に
お
け
る
鵞
峰
の
詩
評

と
の
関
係
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
11
） 『
芭
蕉
論
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年
）
Ⅱ
「『
奥
の
細
道
』
論
」
所
収
「
人

物
の
形
象
に
つ
い
て
―
―
『
奥
の
細
道
』
の
構
成
二
」（
初
出
は
『
女
子
大
文
学
』

第
三
十
一
号
、
一
九
八
〇
年
）
に
お
い
て
、
上
野
洋
三
氏
は
「
曽
良
を
紹
介
す

る
日
光
の
段
の
文
章
が
、
文
章
の
外
形
的
リ
ズ
ム
と
し
て
も
『
隠
逸
伝
』
中
の

文
章
の
よ
う
な
、
漢
文
訓
読
調
を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
12
） 

久
富
哲
雄
「
曽
良
」『
芭
蕉
講
座
』
第
一
巻
『
生
涯
と
門
弟
』（
有
精
堂
、

一
九
八
二
年
）
な
ど
。

（
13
） 

松
尾
靖
秋
「『
お
く
の
ほ
そ
道
』
試
論
―
曾
良
の
句
に
つ
い
て
の
疑
い
」『
近
世

文
学
論
叢
』、
一
九
七
〇
年
。

（
14
） 

尾
形
仂
『
お
く
の
ほ
そ
道
評
釈
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。

（
15
） 

同
詩
は
五
言
二
十
八
句
か
ら
な
っ
て
い
る
。
引
用
は
明
暦
三
年
松
栢
堂
林
和
泉

掾
刊
『
白
氏
長
慶
集
』
に
よ
る
。

（
16
） 

引
用
は
正
保
三
年
吉
野
屋
権
兵
衛
刊
『
精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
』
に
よ
る
。

（
17
） 

空
海
「
後
夜
聞
仏
法
僧
鳥
」
に
つ
い
て
、『
羅
山
林
先
生
文
集
』
巻
七
十
一
・「
随

筆
七
」
に
は
次
の
一
条
が
見
え
る
（
ほ
ぼ
同
趣
の
話
は
『
梅
村
載
筆
』
人
巻
に

も
所
収
）。

唐　ノ
顧
况 
カ

詩 
ニ
、
棲
霞
寺
裏
子
規
鳥
、
口
中
血
出 
テ

啼　キ
不
レ
了　ラ
、
山
僧
後
夜
初　テ
入　ル
レ

定　ニ
、
聞　テ
似　タ
リレ
不　ル
ニレ
聞　カ
山
月　ノ
曉
。
日
本
ノ
僧
空
海
住　ス
二
紀
州
高
野
山　ニ
一
、
頗　ル
知　ル
二

文
字　ヲ
一
。
有　リ
レ
詩
曰
、
寒
林
獨
坐
草
堂　ノ
曉
、
三
寳　ノ
之
聲
聞　ク
二
一
鳥　ヲ
一
、一
鳥
有
レ

聲
人
有
レ
心
、
性
心
雲
水
倶　ニ
了
了
。
山
中　ニ
有
二
異
鳥
一
、
聞　テ
二
其　ノ
聲　ヲ
一
爲　ス
二
佛

法
僧　ト
一
。
惺
窩
先
生
謂　テ
レ
余　ニ
曰
、
空
海
此　ノ
詩
爲　タ
リ

二
性
靈
集
中　ノ
之
第
一
一
。
余

謂　ク
與　ト
二
况　カ
詩
一
其
體
相
似　タ
リ。
韻
亦
同　シ
。
偶
然
耳　ノ
ミ。
山
背　ノ
國
宇
縣
醍
醐
山　ニ
有
二

佛
法
僧
鳥
一
見
當
寺

鐘　

銘

。
下
野
国
河
内
郡
二
荒
山　ニ
有　リ
二
佛
法
僧
鳥
一
見
藤
原

敦
光
記

。
山
堂
肆

考
鳥　ノ
部
有　リ
二
佛
現
鳥
一
。
可　シ
二
以　テ
考
見　ス
一
レ
之
。
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【
付
記
】 

本
稿
は
日
本
近
世
文
学
会
平
成
二
十
二
年
度
春
季
大
会
（
於
実
践
女
子
大
学
）

に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
発
表
の
席
上
お
よ
び
そ
の
前
後
に
ご
質
問
・

ご
教
示
を
賜
っ
た
先
生
方
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
論
文
の

執
筆
に
あ
た
り
、
財
団
法
人
日
本
科
学
協
会
平
成
二
十
三
年
度
笹
川
科
学
研
究

助
成
よ
り
ご
支
援
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。



陳　　芭蕉における『本朝一人一首』の受容
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Infl uences of  Honchō ichinin isshu 

on Bashō’s Saga nikki and Oku no hosomichi

CHEN Keran

The Graduate University for Advanced Studies, 

School of  Cultural and Social Studies, 

Department of  Japanese Literature

Honchō ichinin isshu (HII, hereafter), a masterpiece written by Hayashi Gahō, represents the fi rst full-fl edged 

research on Japanese kanshi. It is included in the Shin koten bungaku taikei series of  classical Japanese literature. 

Bashō’s Saga nikki (SGN) informs us that Bashō kept this book on the table in Kyorai’s Rakushisha lodge. We 

know that while staying at Rakushisha, Bashō read through HII and made personal notes on the poetry in the 

book. There is no doubt that SGN provides us with an important clue to a possible link between Bashō and 

writings by the Hayashi family. However, there has not been much work done on how relevant HII is in research 

on Bashō. This essay illustrates the nature and the characteristics of  HII before discussing how HII may have 

infl uenced Bashō, focusing on Oku no hosomichi (ONH) and SGN in particular.

Bashō’s entries on April 29th and 30th in SGN could be viewed as notes made while reading the HII. I argue, 

based on a comparison between the last part of  the April 25th entry and that of  April 28th, that the main body 

of  SGN and its self-created commentary are of  a completely different nature, and that Bashō intentionally kept 

them separate. I made use of  a version in possession of  the Nomura family, one believed to be the most bona fi de 

among the versions of  SGN. Next, I will talk about Shimu, arguing that the poetry critique found in HII may have 

inspired Bashō to adopt the style of  explanatory critique in his writing, based on observations from book fi ve of  

HII.

This essay also points out that some of  Bashō’s text shares certain characteristics found in the critiques by 

Hayashi Gahō, and demonstrates a possible link between Bashō and Japanese kanshi in HII by noting that some 

words Bashō used in ONH, Ryūshakuji, etc., actually come from books six and three of  HII.

Key words: Bashō, Honchō ichinin isshu, Saga nikki, Oku no hosomichi, Hayashi Gahō, Japanese kanshi, haikai


